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① 総合計画上の位置付けと事務事業の背景・目的と目標 

後

期

基

本

計

画 

施策の大綱 
Ⅲ学校教育・生涯学習の推

進 

事務事業の背景・目的 事務事業の目標 

部活動の地域移行については、少子化による生徒

数の減少（1部活動あたりの人数の減少、中学校に

おける部活動設置数の減少、学校単位での活動の

限界）や教員の負担（時間外勤務の増加、未経験

の部活動の担当など）が背景にあります。 

スポーツ庁・文化庁は、令和 5 年度から令和 7 年

度末までを「改革推進期間」と定め、地域の実情に

応じて、まずは休日の部活動の地域移行を進める

ようガイドラインを示しています。地域人材の協

力を得て、地域のスポーツ・文化芸術活動として

実施することにより、子どもたちが継続的にスポ

ーツ・文化芸術活動に触れられる環境を整備する

ことを目的としています。 

施策の目標 
２生涯を通じた学習活動を

促進する 

施策 １学校教育 

施策内容 部活動の地域移行の推進 

その他，根拠法令 

及び分野別計画等 
― 

事務事業名 部活動の地域移行事業 

 

② アクティビティ（活動・事業）とアウトプット（結果） ③ インプット（投入） 

アクティビティ（活動・事業） アウトプット（結果） 

Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 活動名・事業名 

（対象年） 
Ｒ７活動・事業内容 指標（単位） 

Ｒ７目標値 Ｒ８目標値 

Ｒ７実績値 Ｒ９目標値 

軟式野球の相談会 

（Ｒ７） 

指導者に対し、クラブの運営方法や活動

場所について調整・支援を行います。 
開催回数（回） 

3 - 0 
千円 

0 
千円 5 - 

バドミントンの相談会 

（Ｒ７） 

指導者に対し、中体連への加盟申請や大

会参加申請に関する支援を行います。 
開催回数（回） 

3 - 
0 

千円 
0 

千円 1 - 

バスケットボール 

の相談会 

（Ｒ７） 

指導者に対し、中体連への加盟申請や活

動場所の確保に関する支援を行います。 
開催回数（回） 

3 - 
0 

千円 
0 

千円 1 - 

ハンドボールの相談会 

（Ｒ７） 

指導者に対し、中体連への加盟申請に関

する支援を行います。 
開催回数（回） 

2 - 
0 

千円 
0 

千円 3 - 

バレーボールの相談会 

（Ｒ７） 

指導者に対し、中体連への加盟申請や活

動場所の確保に関する支援を行います。 
開催回数（回） 

3 - 
0 

千円 
0 

千円 1 - 

卓球相談会 

（Ｒ７） 

指導者に対し、中体連への加盟申請や活

動場所の確保に関する支援を行います。 
開催回数（回） 

3 - 
0 

千円 
0 

千円 1 - 

部活動地域移行に向け

たガイドライン作成 

（Ｒ７） 

地域展開に向けたガイドラインを作成

します。 
件数（件） 

1 - 
0 

千円 
0 

千円 10 - 

   
   

千円 
 

千円   

   
   

千円 
 

千円   

   
   

千円 
 

千円   

 

④ アウトカム（成果） ⑤ 点検・改善 

指標名 目標値 Ｒ７実績値 

 

業務の振り返り 改善の余地 

クラブチームが中体連

加盟申請した件数 
10件 4件 

令和 7 年度は、中学校部活動の地域展開に向

けた取組として、「常総市中学校部活動の地域

展開ガイドライン（スポーツ編）」を 12 月に

作成しました。作成後は中学校教職員への説

明を行うとともに、関係者との意見交換会を

実施し、今後の地域展開の方向性について理

解の共有を図りました。また、保護者への説明

会の実施に向けた準備を進めました。さらに、

文化・芸術分野についても関係者との意見交

換会を行い、ガイドライン作成に向けた検討

を進めるなど、部活動の地域展開に向けた基

盤づくりを進めました。 

☐コスト ☐活動 ☒成果 ☐その他 

今後の方向性 

   
中学校部活動については、教職員の負担軽減

と持続可能なスポーツ環境の確保を目的とし

て、学校部活動と地域クラブ活動の段階的な

分離を進めていきます。今後は、3年後を目途

に土日の部活動を地域へ移行し、6年後には地

域クラブを中心とした活動体制への移行を目

指します。そのため、関係スポーツ団体と連携

し、地域におけるクラブチームの創設や受け

皿の拡充に努め、生徒が継続してスポーツ活

動に取り組める環境の整備を進めていきま

す。 

   

   

   

 


